
30-12月 理事会 会議議事録  

 

日 時：平成 30年 12月 6日（木）開始：19時 00分 から 終了：21時 00分 

会 場：岡臨技事務所 

出席者：会 長：木村泰治 

    副会長：藤岡克徳、植本美佐夫、高津昌吾 

理 事：小林尚子、櫻井博重、福島明徳、中西智宏、筑地日出文、石松昌己、 

渡部俊幸、田坂文重、加賀山久明、戸田由香、黄江泰晴、青江伯規、 

仲井富久江、高橋陽平、林 敦志、安藤磨理子、小銭美和子、小谷朋子、

塚田 彰 

陪 席：山本芳枝 

監 事：岡田 健、間嶋秀伎 

欠 席： 中原貴子 

出席 26名、欠席 1名 

書 記：戸田由香、黄江泰晴 

議事録署名人：岡田 健、間嶋秀伎 

議 題： 

Ⅰ．議事録確認 

1. 30-11理事会議事録                     （植本 資料12-01） 

※承認された 

 

Ⅱ．行動報告 

1. 平成 30年度日臨技中四国支部連絡会議            （小林 資料 12—02） 

・平成 31年中四国支部医学検査学会：島根 

・平成 31年日本医学検査学会：下関 

・各開催における学術関連講師等の依頼について、岡山県臨床検査技師会では一度学

術部を通し議論することとする 

・被災に関して、病院が被災した場合は個人の被災状況を記載する用紙の備考欄に記

載し申請する 

 

Ⅲ．経過報告 

 １．総務担当関係  

1） 来簡 11月分報告           （小林 資料 12-11） 

特記事項なし 

2） 会計報告 11月分                     （福島 資料 12-12） 

特記事項なし 

3） 会員動向 11月分                        （櫻井 資料 12-13） 

特記事項なし 

4） 総務担当者会議関係                       (小林 資料 12—14) 

特記事項なし 

5） その他 

 HP閲覧解析 11月分                 （櫻井 資料 12-15） 

「医療法等の一部改正について」重要表記にて閲覧数増加 

岡山県医学検査学会の演題登録の延長を緊急として表示している 

 検体採取等に関する厚生労働省指定講習会の受講促進のお願い  

(小林 資料 12-16) 

      検体採取の受講促進を各施設にておこなう 

 第 68回日本医学検査学会 in下関+一般演題ご登録のお願い    

(小林 資料 12-17) 

      演題 500演題目標ではあるが、演題数足りず。演題提出をお願いする 

 病院又は診療所間において検体検査の業務を委託及び受託する 

場合の留意点について                （岡田 資料 12—18） 

病理・遺伝子に関しては受託が可能 



 岡臨技貸出中の備品リストについて          (櫻井 資料 12-19) 

現在 8台の PCを貸し出しており、リスト化をおこなった 

PCは消耗品として扱う 

更新をどうするか、レンタルにするか総務担当者会議にて検討 

 理事会の進行に関して                (木村 資料 12-19) 

より効率的に会議をおこなう 

理事会要項の熟読の為、各理事への連絡を 1日早くする（現状水曜日であるが

火曜日へ早める。これに伴い資料提出締め切りも１日早める。具体的には理事

会開催の１週前金曜日から木曜日へ変更） 

 災害支援金                     (木村 資料 12-20) 

現在 19名 

 

２．学術担当関係  

1) 学術担当者会議                                                    

2） 学術・生涯部関係 

・ 輸血・細胞移植部門会議議事録            （仲井 資料 12—21） 

輸血講習会・・・実技講習会を行う予定 

・ 中四国支部 総合部門会議議事録            （小銭 資料 12—22） 

2年に一度の合同研修会次回、岡山県にて開催。議題があれば小銭理事へ連絡 

・ 中四国支部 臨床生理部門会議議事録          （筑地 資料 12—23） 

来年秋に徳島にて支部研修会を開催。次回、島根県 

第 52回中四国支部医学検査学会について 

中四国支部学術部門メーリングリストが出来ている。岡山県の連絡責任者は安

藤理事がおこなう 

・ 中四国支部 臨床微生物部門員会議議事録               （石松 資料 12-24) 

中四国支部研修会を 2年に一度実施する 

検討事項として、遺伝子関係も増えてきている。第 52回中四国支部医学検査学

会では企画を遺伝子部門とすり合わせ検討していく 

・ 中四国支部 病理細胞検査部門員会議録                 （林 資料 12-25） 

中四国支部研修会を 2年に一度実施する。1月に広島で実施 

シンポジウム：「がんゲノム医療と病理検査の役割について」 

→「遺伝子解析の実際」岡山大学病院にお願いしている 

3） 精度管理部関係 

・ 速報会アンケート結果                                （中西 資料 12-26） 

参加状況・・・担当部門のみ（60%） 

参加しやすい開催日時・・・そのままが良い（60%） 

教育講演のランチョン形式・・・参加しやすい（59%） 

※速報会の参加費無料の話が以前出ていた件に関して 

 また再度検討の必要性あり 

4） 出版部関係                       （石松 資料なし) 

岡山県医学検査学会の現状 

    演題数：8演題（目標 30演題） 

    論文 ：2編 

    広告掲載：2社 

        →演題不足であるが印刷の関係で演題登録再延長できない。各施設募集を促す 

5） その他 

なし 

 ３．渉外担当関係                       （高津 資料なし) 

 健康と臨床検査展：400名弱の参加 

 本気で病院ごっこしてみよう：315名の参加 

1） 渉外部担当会議                       

2） 企画調査部関係 

3） 企画青年部関係 

4） その他 

 



 

Ⅳ．協議事項 

１．総務担当関係 

1） 企画予算書 

・ 平成 30年度都道府県技師会リーダー育成研修会         （福島 資料 11-61） 

～日本酒を語る会～                         （福島 資料 11-62） 

（Ryoutei奉還町本店：2月9日）             （福島 資料11-63） 

講師：岡山医学検査センター 中村先生 

講師料金(3万円)に日本酒代を含む 

※承認された 

2） 各賞受賞候補者の推薦について                            （小林 資料 12-64） 

日臨技学術奨励賞「優秀論文賞」・・・学術部にて検討 

日臨技学術奨励賞「特別奨励賞」・・・総務部にて検討 

3） 平成 30年度 岡山県合同輸血療法委員会講演会の開催について(小林 資料 12-65) 

共同主催について 

※承認された 

4） 平成 31年度 岡山県医師会新年祝賀会の開催について        (小林 資料 12-66) 

木村会長出席 

※承認された 

5） 第 6回岡山県医療情報技術研究会の後援について      (小林 資料 12-67) 

昨年も後援している 

※承認された 

6） その他                         (福島 資料 別紙) 

距離割増基準について 

→ＪＲ特急料金を元に算出。来年 1月より運用開始 

※承認された 

 ２．学術担当関係 

1） 企画予算書 

・ 岡山県医学検査学会 教育講演                        （筑地 資料 12-71） 

   ～2018西日本豪雨災害を経験して（仮題）～        （筑地 資料 12-72） 

  （川崎医療短期大学 200号大講義室：3月3日）      （筑地 資料12-73） 

講師：真備記念病院 村上理事長に決定 

→演題登録影響による公演開始時間に関し今後調整をおこなっていく 

・ 多職種連携のための臨床検査技師能力開発講習会       （植本 資料 12-74） 

   （岡山済生会総合病院：2月 23、24日）            （植本 資料 12-75） 

                            （植本 資料 12-76） 

 受講料を 5000円とする（2日分） 

 3年の期間に会員の 1割の受講を目標とする（岡山県では 120名程度） 

 対象者：特になし 

※承認された 

2） 企画決算書 

・ 真庭地区講習会決算書                （小谷 資料 12—77） 

※承認された 

・ 生理講演会決算書                  （安藤 資料 12—78） 

放射線技師の参加もあり。 

※承認された 

・ 県北合同講演会決算書                （小林 資料 12-79） 

※承認された 

3） その他 

・ 臨床血液部門講演会 案内              （青江 資料 12—80） 

HP掲載 

・ 生化部門実技研修会 案内              （高橋 資料 12—81） 

HP掲載 

・ 玉野地区の講演会                  （高津 資料別紙 ） 

     玉野市より「認知症サポーター」についてお話を頂いた 



     「認知症サポーター養成講座」をやってみてはどうか 

内容的には認知症に関する基礎の理解を深める内容であり、臨床検査技師にも

必要な知識と考えられる。また、受講することで「認知症サポーター」になる

ことが可能 

【開催に関して問題点】 

公的機関が開催するため、参加料金を無料としなければならない。その為、岡

山県臨床検査技師会で開催する場合、講師料は無料であるが会場費・実務委員

の交通費が必要である為、支出のみの開催となってしまう。また、公的機関と

のコラボレーションによる開催は可能か 

→共催という形式は不可。対象は技師会会員のみではなく一般の方も対象とな

る。また、玉野市民のみが対象ではない 

→臨床検査技師として認知症に関わっていく必要がある 

 会場に関しては、福祉センター等を借りれば 60名程度参加可能 

 岡山県臨床検査技師会としては、技師会会員のみを対象とし広報する 

※上記理由より実施することで承認された 

 先駆的臨床検査技術研修会について        （植本 資料別紙 ） 

昨年は血液部門にて 1名派遣した 

本年度は個人的な参加とする 

 

３．渉外担当関係  

1） 企画予算書 

2） 企画決算書 

3） その他 

 

４．その他 

1） ３ヶ月予定表        （木村 資料 12-101） 

・1月 5日理事会：16時 30分～（予定） 

 →新年互例会：18時 30分～ 

2） 事務所 PCの HDD                    （櫻井 資料無し） 

・4T HDD 購入済。設定を櫻井理事が実施する。 

3） HP内の googleカレンダーについて 

現在使用できない状態（使用後ログアウトせず、「×」を押していた為） 

パスワード変更しないと使用できない可能性が高い 

パスワード変更が必要であった場合、パスワード・googleカレンダーの使用方法を

各理事へメールにて配信する。（櫻井理事） 

 

Ⅴ．各種行事への役員派遣 

 

 

 

Ⅵ．常任委員会等開催 

１．理 事 会 開 催 日：平成 30年 12月 6日（木） 

 ２．総 務 担 当 会 議 開 催 日：平成 30年 12月 13日（木） 

 ３．学 術 担 当 会 議 開 催 日：平成 30年 12月 20日（木） 

 ４．渉 外 担 当 会 議 開 催 日：平成 30年 12月 13日（木） 


